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０８高数問－１ 

令和８年度長崎県公立学校教員採用選考試験 

高校数学 

 

＊解答はすべて解答用紙の該当欄に記入すること。ただし、１ は答えのみを明記し、１ 以外は特に指示

がない限りは答えのみではなく、答えに至る過程も明記すること。 

 

 

 次の各問いに答えよ。 

 

 

問１ 5で割ると 2余り、7で割ると 3余るような自然数のうち、3桁で最小の数を求めよ。 

 

問２ 整式 P(x)を x－1 で割ったときの余りが 3、P(x)を x－2 で割ったときの余りが 2 であるとき、

P(x)を(x－1)(x－2)で割ったときの余りを求めよ。 

 

問３ 不等式 log
2
(2x＋6)－log

2
x≧log

2
(x＋1)を解け。 

 

問４ 複素数平面上の異なる３点Ｏ(0)、Ａ(α)、Ｂ(β)に対して、4α2－2αβ＋β2＝0 が成り立つ

とき、ＯＡ：ＯＢ：ＡＢを求めよ。 

 

問５ 点(x,y)が(x－3)2＋(y－4)2＝5を満たしているとき、x＋y の値の範囲を求めよ。 

１ 



０８高数問－２ 

  
 0≦θ≦π、sinθ＋cosθ＝t とするとき、次の各問いに答えよ。 

 

 

問１ sinθcosθ を t の式として表せ。 

 

問２ t の範囲を求めよ。 

 

問３ f(θ)＝sinθ＋cosθ＋2sinθcosθ の最大値と最小値およびそのときの t の値を求めよ。 

 

問４ sinθ＋cosθ＋2sinθcosθ＝a の解の個数を求めよ。ただし、a は実数の定数とする。 

 

 

  

２ 



０８高数問－３ 

 
 平行六面体ＯＡＤＢＣＥＦＧにおいて、点Ｇ、Ｄを通る直線上の点をＨとし、直線ＯＨと平

面ＡＢＣとの交点をＰとする。Ｏ
─
Ａ
→

＝
→
a、Ｏ

─
Ｂ         
→

＝
→
b、Ｏ

─
Ｃ
→

＝
→
c とするとき、次の各問いに答え

よ。 

 

問１ 点Ｈが線分ＤＧを２：３に内分するとき、Ｏ
─
Ｈ
→

を
→
a、

→
b、

→
c を用いて表せ。 

 

問２ 点Ｐは、点Ｈの位置にかかわらず常に線分ＯＨの中点であることをベクトルを用いて示せ。 
 

問３ 平行六面体ＯＡＤＢＣＥＦＧにおいて、
→
a ＝(5,0,0)、

→
b =(0,x,0)、

→
c ＝(0,0,

15

4
)とする。

直線ＯＨが平面ＡＢＣに垂直であり、x＞0のとき、 

⑴  x の値を求めよ。 

⑵ 立体ＯＡＢＣの体積を求めよ。 

３ 



０８高数問－４ 

 
 すべての項が実数である２つの数列{an}、{bn}に対して、an+1＋bn+1i＝(3＋2i)an－2(1＋i)bn 

(n＝1，2，3，…)が成り立っている。a1＝1、b1＝－1 とするとき、次の各問いに答えよ。ただ

し、i は虚数単位とする。 

 

問１ a2、b2の値を求めよ。 

 

問２ an+2＋pan+1＋qan＝0を満たす p、q の値を求めよ。  

 

問３ cn＝an+1＋an とするとき、数列{cn}の一般項を求めよ。 

 

問４ 数列{an}、{bn}の一般項を求めよ。 

４ 



０８高数問－５ 

 
 ２つの関数 f(x)=e2x－2ex と g(x)＝e x－2 のグラフの２つの交点をＡ、Ｂとし、点Ａ、Ｂの x

座標をそれぞれα、β（α＜β）とする。次の各問いに答えよ。ただし、e は自然対数の底と

する。 

 

問１ log x の導関数が 
1
x
 であることを用いて、ex の導関数は e xであることを示せ。 

 

問２ α、βの値を求めよ。 

 

問３ α＜ x＜βの範囲で f(x)と g(x)の大小関係を調べよ。 

 

問４ 関数 y＝f(x)の増減、グラフの凹凸、漸近線を調べ、グラフをかけ。 

 

問５ 関数 y＝f(x)と関数 y＝g(x)のグラフで囲まれた部分の面積を求めよ。 

 

５ 


